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೥明けૣ々，植ௐڠձでは今قの除
૲ࡎ౳の適用性ݧࢼについて，ҕୗ
メーカー各ࣾとのݧࢼઃܭձ議が行
われていた。その߹間を๓って，�݄
�� 日にクミアイ化学工業ג式ձࣾの
生෺Պ学研究所を๚໰した。ஸ度，こ
の日はクミアイ化学が開発した新規成
෼ lΤϑΟーμ�（ϑΣンキϊトϦオ
ン）を഑߹したਫҴ除૲ࡎがॳめて্
市される日であった。
生෺Պ学研究所は੩Ԭ٠ݝ઒市とֻ
઒市にڌ点がある。٠઒市のڌ点には
農薬研究センターと生໋・ڥ؀研究セ
ンターの一部，ֻ ઒市のڌ点には生 ・໋
研究センターがある。今回，このڥ؀
�か所を見せていただいた。

ΫϛΞΠԽֶͷओͳۀࣄ

���� ೥（ত࿨ �� ೥）に҇ݪ農薬
式ձࣾとして発足した。����೥（তג
࿨ �3 ೥）にクミアイ化学工業ג式ձ
ࣾに঎߸変ߋし，���� ೥にはイハラ
έミカル工業ג式ձࣾとܦӦ౷߹し
て，事業も֦大している。
この間，農薬の૑੡から੡଄・ൢച
にࢸる一体化したプロセスを࣋つا業
として，自ࣾ開発ࡎの૑੡に力を入れ，
それがܦӦج൫となっている。国࢈農
薬ୈ̍߸と言われる「アιδン 5.」
（イω໲ރප防除ࡎ）を ���� ೥（ত
࿨ 3� ೥）に，���� ೥（ত࿨ �� ೥）
には「キタδン 1�」（イωいもͪප
防除ࡎ）がある。そして ���� ೥（ত
࿨ �� ೥）にはਫҴ用除૲ࡎ「αター
ン�」を্市し，わが国での除૲ࡎ෼

野をৗにϦードしてきた。
事業のபは農薬事業と化成඼事業で
ある。ച্高構成ൺ（���� ೥）は，
農薬及び農業関連事業が໿ ��ˋ，化
成඼事業が ��ˋとなる。農薬ൢചの
内༁（ݸผ，金ֹベース）は除૲ࡎが
໿ が໿ࡎەࡴ，ˋ�� ��ˋである。ま
た，化成඼にはҩ農薬中間体，高機能
ϙϦマーやアミンߗ化ࡎがある。とく
に，アミンߗ化ࡎはテχスコートや཮
্競技場のタータントラックに使われ
るなど，この෼野では世քのトップ
メーカーでもある。

৽೶ༀͷ૑੡Λ໨͢ࢦҰ؏
։ൃମ੍ڀݚͨ͠

新しい農薬の開発過ఔは，ॱௐに進
んだとしても �� ೥間は要する。௕い
೥݄とともに，߹成，生෺׆性評価，
੡ࡎ化，代ँ・෼ੳ，安全性などの多
くの研究が必要で，そのため，クミア
イ化学では研究開発本部の下に，化学
研究所，生෺Պ学研究所を഑ஔし，新
規化߹෺の୳ࡧ・߹成から，生෺評価，
੡ࡎ化，工業的੡଄๏の確立まで一؏
した研究開発体੍をܺ間なく構ஙして
いる。
研究開発のྲྀれにԊって，各研究所
の໾ׂを௥っていくと，ୈ̍段階の生
理׆性を༗する新規化߹෺の構଄୳
成とその෺理化学性評価は，「化߹・ࡧ
学研究所૑薬研究センター」（൬田市）
の「植෺੍ࡎޚ」，「֐஬防除ࡎ」，「ප
の「ࡎ防除֐ 3研究ࣨと「෺性」研
究ࣨが担っている。

߹成νーϜは，各方面から収ूした
৘ใとಠ自に構ஙしたԾઆや生෺評価
をもとに，新しい農薬のީิ化߹෺を
デβインし，改ྑをՃえながら߹成す
る。෺性研究νーϜは化߹෺の෺理化
学的性࣭のଌఆ・ղੳから生෺׆性と
の関܎についての஌見を提供する。
ୈ �段階は「生෺Պ学研究所」の
ೋつの研究センターが担う。生෺׆性
の評価によるબൈと実用化は「農薬研
究センター」が，安全性，ڥ؀評価お
よび作用機作のղ明は「生໋・ڥ؀研
究センター」が担う。
ୈ 3段階の使用方๏に߹った実用
੡ࡎ化は「化学研究所੡ࡎ技術研究セ
ンター」（੩Ԭ市）が担っている。༗
効成෼の性能を࠷大限に発شさせる੡
ප」，「ࡎޚ植෺੍」するܭॲ方をઃࡎ
の「ࡎ஬防除֐ �研究ࣨと，ࢼ作し
た੡ࡎを工場で高඼࣭，安全，௿コス
トで安ఆ的に଄る「工業化」研究ࣨか
らなる。
ୈ �段階の工業的੡଄に適した߹
成ルートとプロセス開発は，「化学研
究所プロセス化学研究センター」（෋
市）が担う。ここには，開発ॳ期か࢜
らスέールアップ੡଄を整える「技術
開発」と，࠷ऴ的プロセス開発と༗
機化߹෺の受ୗ߹成も行う「工業化」
に，(-1ݧࢼや෼ੳ๏の࠷・౼ݕ適化，
ࣾ内における安全性確ೝのための؆易
ಟ性ݧࢼを行う「෼ੳ」の 3研究ࣨ
がある。
このように高度にઐ໳化した研究
෼野の各研究ࣨが，それͧれの開発
段階に応じて効率的に連ܞすること

研究所訪問記　４研究所訪問記　４
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で，様々なχーζに対応できるスピー
デΟーな研究開発体੍がෑかれてい
る。
グローόル規模での੡඼開発を目ࢦ
し，世քのҟなる気ީや౔৕৚݅，栽
培体ܥの中でも༗効な農薬の開発を進
めるために，ւ֎の研究ڌ点とも連ܞ
している。
ถ国のミシシッピデルタ地ଳにある

「ミシシッピݧࢼ場」，Ԥभの「+BQBO�
"HSP�4FSWJDFT」（ࡾҪ෺ࡾ，࢈Ҫ化学
アグロ，日本૤ୡとのδョイントベン
νϟー）を࢝めとし，౦アδアの「5�+�$��
$IFNJDBM�$P�
�-UE」，ೆถの「*IBSBCSBT�
4�"��*OEÙTUSJBT�2VÍNJDBT」ะ場（日本૤ୡ，
クミアイ化学，ॅ༑঎事，ॅ༑化学，日
本農薬，ࡾҪ化学アグロ，ॅ༑化学，ࡾ
ඛ঎事，日࢈化学らが日ܥओ要גओとの
連߹体）のࢪݧࢼઃで農薬の評価を行っ
ている。

ੜ෺Պֶڀݚॴ

生෺Պ学研究所は，総຿・研究؅理

や৘ใωットワークを担う総຿課，農
薬研究センター，生໋・ڥ؀研究セン
ターで構成される。総੎໿ ��� （໊৤
ୗ，ܖ໿を含む）である（ਤ ��）。

	�
�೶ༀڀݚηϯλʔ

研究所のڌ点は౦ւಓ新װ線のֻ
઒Ӻからೆ౦に໿ ��ᶳ，ंで໿ ��
෼のڑ཭にある。研究所のෑ地は٠
઒と੢方઒の྆Տ઒にڬまれている。
���� ೥（ত࿨ 3� ೥）に，ਗ਼ਫ工場
からҠ転した当時は，पり一面に田ん
΅が޿がっており，ෑ地も中学ߍの੻
地で，ࣷߍچの一部を利用したロッ
カールーϜもあったそうである。しか
し今では，+R ٠઒Ӻからװ線ಓ࿏が
ೆに通じ，ಓ࿏Ԋいにはコンビχや大
手Ոిメーカーのళฮなどがฒび，ਵ
෼と開けている。
ෑ地の面ੵは໿̓IB で，໿ 3��IB
の研究ΤϦアには，研究౩，Թࣨ，ビ
χールハウス，ϑΝイトトロン，'R1
ϙットといった研究ࢪઃと，作業౩，
றं場，ࣳ グランドが഑ஔされている。

ਫ田ะ場 3��IB はۙྡに �か所ある。
̍߸౩は研究һ౳のࣨډ，ձ議ࣨ౳が
ஔかれている。�߸౩は̍階に生໋・
研究センターの安全性評価研究ࣨڥ؀
とその実ࣨݧがあり，�階は所௕ࣨ，
総຿課，各छ実ࣨݧが഑ஔされている。
農薬研究センターは，Ҏ下の �研
究ࣨで構成される。このうͪ，٠઒市
のڌ点には �研究ࣨがஔかれている。
「બൈ研究ࣨ」は，֐஬，ප֐，除
૲ࡎ౳の 3グループに෼かれる。૑
薬研究センターで߹成された新規༗機
化߹෺について，農薬としての生෺׆
性が評価される。
ここでは，ルーνン作業がج本とな
るが，それにྲྀされず，কདྷ必要とさ
れる薬ࡎのイメーδをઃఆし，それに
߹わせたオϦδφルなスクϦーχング
の஀生ࡎをいかに確立するかが，新ܥ
にとって大事なϙイントになると，先
ഐ研究һは強ௐする。これまで開発さ
れたビスピϦόックφトϦウϜԘをは
じめ༗๬な新規化߹෺は，このスク
Ϧーχング技術の研究݁果から生まれ

ਤ ��　�ੜ෺Պֶڀݚॴͷશܠ��ʢ٠઒ࢢɼ๺๺੢͔Βʣ

ਤ Թࣨͷ಺෦ݧࢼ�　��

ਤ Թࣨͷ಺෦ݧࢼ�　��
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ている。
植෺੍」，「防除֐ප」，「஬防除֐」
，の�研究ࣨは「�ୈޚ植෺੍」，「�ୈޚ
それͧれの෼野に対応し，新規ࠞ߹ࡎ
や導入ࡎの評価・開発，新੡ࡎ・新使
用๏の開発，ط存ࡎの改ྑ・適用֦大
など新規薬ࡎの্市に向けた開発の中
心を担っている。また，適੾な農薬の
使用のための技術普及や，国内֎から
のط存঎඼に関する技術的な様々な要
๬にも応じる。
「栽培ҭछ」の研究ࣨは，બൈ，֐
஬防除，ප֐防除，植෺੍ޚの各研究
ࣨからのґཔを受け，Թࣨ内，ะ場で
の薬ࡎ評価のために，ݧࢼ材ྉをৗに
同じঢ়ଶで提供することや，ݧࢼะ場
の整උ౳を受けͪ࣋，効率的でਫ਼度の
高い生෺評価ܥをࢧえるॏ要な部ॺで
ある。担当はԹ ・ࣨハウスാ作，ਫ田，
果थ・ാ作栽培（ֻ઒）に 3グルー
プに෼かれる。ݧࢼ用඼छやࡶ૲छࢠ
の確อも行う。
研究センター内のԹࣨ（ਤ ��，3）
では，農薬の変動要Ҽを明らかにして，
੡඼の࠷適化をਤるために׆用されて
いる。現場での様々な使用৚݅を࠶現
できるモデル実ܥݧが工夫され，たと
えば，除૲ࡎ評価ではਫԹを一ఆに੍
。༂している׆がܥݧできる実ޚ
Թࣨにྫྷ๪૷ஔはないが，Ն場はะ
場ݧࢼがメインとなるので，この間，
Թࣨݧࢼの実ࢪはج本的には無い。ओ
としてՆ場過ぎの �݄頃からཌ೥の �
݄頃までの間に使用される。

ビχールハウス܈はࡢ೥の୆෩でඃ
線֎ࢵを受けてしまったが，今後は֐
ಁ過ϑΟルϜுりԹࣨとして整උして
いくという。
そのଞ，Ն場には，ϑΝイトトロンや，
ྫྷྋな気ީを޷むコϜΪを対৅にした
。では人工光র明ࣨも使用するݧࢼ
԰֎にઃஔされているਫ田モデルࢼ
用ϙットには，従དྷの౔中ຒ຅型コݧ
ンクϦート੡ϙットに代わる資材とし
て，同ࣾ੡のオϦδφルの「'R1ϙッ
ト」（ਤ ��）が使われている。クミア
イ化学はそのಛڐとர型を༗する。コ
ンクϦートϙットと同ੇ๏で，ਫԹの
্ঢを防ぐために 'R1�内部を中ۭに
してあるのでஅ೤効果があり，ܰྔで
取ѻい易い。さらに，࿙ਫݧࢼ用下方
ഉਫޱとམਫݧࢼ用্方ഉਫޱが取り
෇けられ，除૲ࡎの変動要Ҽݧࢼに適
している。
԰根෇きの �º�º� ̼のライシメー
ター（ਤ ��）には，人工߱Ӎ૷ஔもඋ
え෇けられており，߱Ӎの৚݅を変え
ながら，農薬ॲ理౔৕における౔৕ਁ
ಁਫが࠾取できる。この૷ஔによって，
౔৕ॲ理除૲ࡎアクシーϒ�の౔৕
中のҠ動性などがௐ΂られ，ւ֎の普
及に大きな໾ׂを果たしたという。
ਫ田用のݧࢼะ場は，農薬研究セン
ターのपลに�か所にある。װجะ場
は઒ݪ田ะ場（ਤ ��）で，センターの
๣をྲྀれる٠઒をڬんだ対؛にある。
๚れたこの日は，ౙ੖れにܙまれ，ะ
場からは෋ࢁ࢜をோめることができた。

「౦๺防除技術」研究ࣨも農薬研究
センターにଐする。ٶ৓ݝඒཬொにあ
り，໿3��IBのݧࢼ用ਫ田を༗し，ओ
に౦๺地ଳのਫҴ用農薬の適用性評価
を行っている。また，๺ւಓࢁ܀ொの
。もここにଐしている「ะ場ݧࢼຈࡳ」
ะ場面ੵはおよそ���IBで，ാ作෺΁
の農薬の適用性評価を実ࢪしている。

	�
�ੜ෺Պֶڀݚॴੜ໋ɾڀݚڥ؀
ηϯλʔ

「生໋・ڥ؀研究センター」は，ֻ
઒市のೆ౦部，٠઒市の農薬研究セン
ターからंで໿ �� ෼，໿ �ᶳのڑ཭
にֻ઒実ݧ農場にある（ਤ ��）。౦ւ
ಓ新װ線が๣を通過する。そのෑ地は
໿ ��IB で，৿ྛのࣼ面などが含まれ
ているため，ݧࢼะ場として໿ �IB
が଄成され，ാ作෺，野菜，果थ，茶
などが栽培されている。ओとして，植
෺੍ޚୈ �研究ࣨが開発するւ֎向
けのാ作用農薬の適応性のݧࢼの中心
となっている。
平成3೥，ここに代ँ౩がݐઃされ，

ਤ ��　�'31ϙοτ ਤ ��　�ϥΠγϝʔλʔ ਤ ��　�઒ݪ田ะ৔ͷશܠ

ਤ ��　�ֻ ઒ะ৔ͷશܠʢೆೆ౦͔Βʣ
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ている。
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同じঢ়ଶで提供することや，ݧࢼะ場
の整උ౳を受けͪ࣋，効率的でਫ਼度の
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ྫྷྋな気ީを޷むコϜΪを対৅にした
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と「όイオテクϊロδー」「Պ学ڥ؀」
の�研究ࣨが഑ஔされている。代ँ౩
は3階ݐで໿�
���ᶷ，�階は ��$が使
用できる์ࣹ線取ѻࢪઃとしてࢠݪ力
規੍ிのೝՄをಘている。̍階は研究
ࣨや෼ੳ関܎の࣭ྔ෼ੳࣨ，ガスクロ
ࣨ，ӷクロࣨ，߃Թࣨが഑ஔされている。
また，Ҩ఻ࢠ実ݧ౩໿��ᶷもある。
生໋・ڥ؀研究センターはセンター
௕のもと，3研究ࣨがஔかれている。
「安全性評価研究ࣨ」の方は，動෺
ઃのある٠઒市の農薬研究センࢪݧࢼ
ター内にある。༗๬化߹෺やඍ生෺の
安全性を評価するため，様々な生෺を
用いた評価ݧࢼを実ࢪしている。
ڥは，農薬の؀「Պ学研究ࣨڥ؀」
中における動ଶを明らかにするため，
農薬の෼ղ଎度，౔৕中のҠ動性と
いったڥ؀中のڍ動，౔৕や作෺中の
および動෺や植෺中での代ँを研ཹ࢒
究している。
代ँ౩では ��$ で標識した化߹෺を
用いた動෺，植෺，౔৕代ँݧࢼ，ਫ
中光෼ղ動ଶݧࢼ，植෺中における༗
効成෼のҠ行性ݧࢼができる。農薬登
録用ݧࢼは(-1 として֎部機関ݧࢼ
΁ҕୗしているが，本ࢪઃでも同様の
を予め行っている。一見ॏෳし無ݧࢼ
ବなようにも見えるが，ここでಘられ
た予උデータは，֎部ҕୗのݧࢼઃܭ
΁൓өや代ँ෺の提供あるいはトラϒ
ル対ॲなどに生かされており，࣭の高
い登録データを効率的に取ಘできるの
で，そのメϦットは大きい。

また，農薬登録に必要な౔৕ٵ୤ண
，についてはݧࢼとਫ中෼ղ動ଶݧࢼ
農ྛਫ࢈省から(-1 ࢪݧࢼ߹準適ج
ઃとして適߹確ೝを受けている。
さらに，薬ࡎの効果発現メカχζϜ
をௐ΂るために，研究者自਎の発想で
��$ 標識体を使用した実ݧを行うこと
ができる。ྫ えば，薬ࡎのॲ理ܗଶ（根・
のछ類）の違いによࡎ性׆༿，ք面ܪ
る植෺΁のٵ収ׂ߹や，ॲ理部Ґから
植෺全体あるいは作用部Ґ΁のҠ行性
のఔ度，in vitroݧࢼでの作用機構の
ղ明などに׆用し，それらの஌見は新
規༗効成෼の開発にとってوॏなもの

となっている。
そのため，ࢪઃ内には，��$標識した

植෺をִ཭してҭてることのできるԹࣨ
や，標識体のڅӤ実ݧのできるࣂҭࣨな
ども整උされている（ਤ��，�，��）。
「όイオテクϊロδー研究ࣨ」は，
植෺όイオテクϊロδーに関する研究
および農薬の作用機構研究を行ってい
る。Ҩ఻ࢠղੳ，植෺培ཆࡉ๔や࣭ܗ
転׵体を用いた薬理学研究や農薬の標
的߬ૉ્֐ଌఆなどの生理，生化学研
究ならびに෼ࢠ生෺学的手๏がۦ使で
きようڥ؀が整えられている。
この研究ࣨのಛචす΂き研究成果と

ਤ ��　�ִ ཭Թࣨ ਤ ૷ஔݧӤ࣮څ�　�� ਤ ���　�ਫதޫ෼ղಈଶݧࢼ૷ஔ

๏ᇪ年度 ९　ള　჏ ᅀ　๒　ѝ　౦　࿁

1967 җӊӠӌӦӎҬ రڹᅀ੹ࣚ੓「ҠҲҫӦЇ⌽」

1968 ӈҚノӉカӞӉ రڹᅀ੹න੓「ӃҶҨ⌽」

1969 ҴオӌӦカӞӉ రڹᅀ஋೷੓「ҨҲ̷Ӧ⌽」

1975 オӞӌӦカӞӉ གྷ੣ᅀ஋೷੓「ӜӦӟҗ⌽」

1981 ӔӉӠҾӞ ൷થࣚѠѽҀྐྵޕ੹ࣚ੓「ӃҪҲҶҢ⌽」

1986 ӈҚノҴオカӞӉ ପᅀ੹න੓「ӃノҦӦ⌽」ݑ

1994 ӊӠӋҠҨҫオӦカӞҪҙӓܝ ௸ේᅍ౒঳ݑのзҀ植࿿生ේ調ಊ੓「ビビӈӞ⌽」

1995 ӇӝҴオӃҶҢҽһӝҙӓܝ ლᅀ஋೷੓「ҬҹҗӉӞ」

1996 ӔӄҾӇӝҙӓ सᅀ੹ࣚ੓「ӈӞӇカ⌽」܇

1996 ӇӝӒノӃҶҢӔҴӞ రڹᅀ஋೷੓「ӅエҢӝ̷Ӧ⌽」

1997 ビҬӇӝӃҶҢҽһӝҙӓܝ రڹᅀ஋೷੓「ノӒҾ̷⌽」ᅍ೷੓「ңӜҬҪӚ̷һ⌽」

2003 һӝҦҺӞӑ・ҕһӠビӝҺTLU.1 ྒ生࿿໻ᄅ̢రڹᅀ੹ࣚ੓「エҦӎ̷ӊ⌽」

2005 ӌӦҴҕӃӝカӞӉҗҰӊӠӇӞ सᅀ੹ࣚ੓「ӑモӠҶһ⌽」܇

2005 ӃҴӞҬ・ҭӉҴӝҬE747 ྒ生࿿໻ᄅ̢܇सᅀ੹ࣚ੓「エҦҪӚҶһ⌽」

2010 ӇӝӒҬӞӈҔӦ రڹᅀ஋೷੓「ӌҬһӄ̷һҽ̷⌽」

2011 ӇӠҠҨҬӞӎӦͅҕҢҪ̷Ӊ⌽͆ གྷ੣「ҨҢӜ」ྌ໻ৣ地ᅀ஋೷੓「ҰӝҬһ⌽」

2012 ビӝӌӦカӞӉ सᅀ੹ࣚ੓「ӈҔӦҲҫҬҲ⌽」܇

2014 ӈҚノҠҨҬӞӎӦ రڹᅀ஋೷੓「ӅエカҶһ⌽」

2018 ӈҚӦҠノһӝオӦͅエӈҖ̷ダ⌽͆ రڹᅀ஋೷੓「ҫ̷Ҳ⌽」

නʖ̏ɻέϝΠ΢Կָ͗֋൅ͪ͢೸༂ݬରද ��　�ΫϛΞΠԽֶ͕։ൃͨ͠೶ༀݪମ
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して，「植෺࣭ܗ転׵બൈマーカーセッ
ト�1BM4FMFDU�」や，「ϑΣンキϊトϦオ
ン（ΤϑΟーμ�）のਫҴの安全性に
関する作用機作に関する研究」がある。

։ൃͷΤϐιʔυ

クミアイ化学で開発された農薬ݪ体
を表 �� にࣔした。除૲ࡎにߜってそ
の開発のΤピιードを঺հする。

	�
�ϕϯνΦΧʔϒʢαλʔϯ �ʣ

ベンνオカーϒの開発は，�ŋ��%，
.$1，/*1，$1/によって޿༿ࡶ૲や
ώΤは防除されていた当時，これらで
は効かないマπόイなどが優઎するঢ়
が現場で໰題となっていたত࿨گ ��
೥に開࢝された。カーόメートܥ化߹
෺の߹成のなかから，スクϦーχング
にマπόイをՃえたことがベンνオܥ
カーϒの஀生につながったという。
これによって，作用機構のҟなるෳ
਺の除૲ࡎとのਫҴ作ࡶ૲に対する体
防除が確立され，ত࿨ܥ �� ೥にはਫ
田除૲ࡎ総使用面ੵの໿ ��ˋ，���
ສ �
���IB に普及し，ւ֎のਫ田地
ଳでも޿く使用され，その後のクミア
イ化学のւ֎ల開のૅجを作った。

ʢ�ʣ౾ͭͿ ࡎ�

౾つͿ は，クミアイ化学がಠࡎ�
自に開発したਫҴ用のਫ面ࢪ用ࡎの一
つである。���� ೥，੡ࡎ研究ࣨの開
発担当者は，ձࣾの஑でࣂっているޥ

用のӤをώントに，ਫにුいてਫ面で
่յ෼ࢄする，l౾つͿࡎ� zのアイ
デΟアをરき，その開発に取り組んだ
というҳ話がある。
そのアイデΟアを実用化する過ఔで
は，ਫ面にුくこと，ਫ面でのྑ޷な
่յ性と֦ࢄ性を෇༩すること，੡ࡎ
をਫにු༡させるため૬対的なൺॏを
̍Ҏ下とするという೉しさがあった。
そして，ิॿࡎと଄ཻ技術でුା（中
ۭ体）を੡ࡎ中に഑߹し੡ࡎのൺॏを
�Ҏ下に，さらに，気૬ʵӷ૬ʵݻ૬
のք面で効果的に作用するք面׆性ࡎ
を見出し，��B 当たりࢄ෍ྔが ���H
という高ೱ度の自ࢄ֦ݾ型の省力ࢄ෍
੡ࡎの実現となった（ਤ ���）。
しかし，研究レベルで開発に成ޭし
たといえ，੡඼として্࢓げる工場の
੡଄ラインでも同様にできるとは限ら
ない。そのスέールアップには，研究
所レベルとはҟなる੡ࡎॲ方が必要に
なり，工場の熟練した従業һとڠ力し，
これまで஝ੵされた੡଄技術をۦ使す
ることで，੡଄ラインが確立された。
これには，機械メーカーと共同でオϦ
δφルの੡ࡎ用機械の開発で大きく前
進した。このように一つの੡඼の׬成
には，各部໳間のνーϜワークだけで
なく，多くの技術的要ૉとϊウハウが
݁ूされていると感じた。

ʢ�ʣϏεϐϦόοΫφτϦ΢ϜԘ
ʢϊϛχʔ �ʣ

本ࡎはピϦミδχルカルボキシܥの

除૲ࡎである。���� ೥代当時，世ք
中は，デϡϙンࣾが開発した新しい作
用性でڻҟ的な௿薬ྔで׆性をࣔす
スルϗχルウレアが注目されていた。
"-4 はスࡎタイプにଐする除૲֐્
ルϗχルウレアとイミμκϦϊンのみ
で，この作用性を発شするためにはベ
ンθン؀とピϦミδン؀をܨぐϒϦッ
δ部෼にスルϗχルウレアの様なࢎ性
が必ਢと৴じられていた。このৗ識ج
に当てはまらない化߹෺がスルϗχル
ウレア様の除૲׆性をࣔしたことはি
撃的な発見であった。
しかし，このྻܥの化߹෺はҴに対
する薬֐が強く，Ҵが生き࢒ることが
なくらいであった。߹成研究ਞがҴك
に安全な化߹෺を作るため，様々な߹
成をࢼみる一方，これとฒ行して，生
෺Պ学研究所でも思い੾ったスクϦー
χングの見直しがなされ，このܪ༿ॲ
理׆性を生かすため，ס田直೻৚݅下
におけるスクϦーχングが取り組まれ
た。この新たなスクϦーχングܥから，
ώΤをࡴރし，インデΟカछのҴには
�ʙ �ഒのબ୒性を༗し，同時にס田
中の各छ໰題ࡶ૲にも୎効をࣔす成෼
が見出すことができた。
開発当ॳからのグローόルなల開を
目ࢦす視野の޿さに，新規化߹෺のಛ
性を࠷大限でみるスクϦーχングの工
夫がՃわり，一気に開発が進んだのも
大きな܇ڭである。
そして，޿༿，カヤπϦグαՊࡶ૲
はもとよりώΤに高い除૲׆性をࣔ
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して，「植෺࣭ܗ転׵બൈマーカーセッ
ト�1BM4FMFDU�」や，「ϑΣンキϊトϦオ
ン（ΤϑΟーμ�）のਫҴの安全性に
関する作用機作に関する研究」がある。

։ൃͷΤϐιʔυ

クミアイ化学で開発された農薬ݪ体
を表 �� にࣔした。除૲ࡎにߜってそ
の開発のΤピιードを঺հする。

	�
�ϕϯνΦΧʔϒʢαλʔϯ �ʣ

ベンνオカーϒの開発は，�ŋ��%，
.$1，/*1，$1/によって޿༿ࡶ૲や
ώΤは防除されていた当時，これらで
は効かないマπόイなどが優઎するঢ়
が現場で໰題となっていたত࿨گ ��
೥に開࢝された。カーόメートܥ化߹
෺の߹成のなかから，スクϦーχング
にマπόイをՃえたことがベンνオܥ
カーϒの஀生につながったという。
これによって，作用機構のҟなるෳ
਺の除૲ࡎとのਫҴ作ࡶ૲に対する体
防除が確立され，ত࿨ܥ �� ೥にはਫ
田除૲ࡎ総使用面ੵの໿ ��ˋ，���
ສ �
���IB に普及し，ւ֎のਫ田地
ଳでも޿く使用され，その後のクミア
イ化学のւ֎ల開のૅجを作った。

ʢ�ʣ౾ͭͿ ࡎ�

౾つͿ は，クミアイ化学がಠࡎ�
自に開発したਫҴ用のਫ面ࢪ用ࡎの一
つである。���� ೥，੡ࡎ研究ࣨの開
発担当者は，ձࣾの஑でࣂっているޥ

用のӤをώントに，ਫにුいてਫ面で
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そのアイデΟアを実用化する過ఔで
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�Ҏ下に，さらに，気૬ʵӷ૬ʵݻ૬
のք面で効果的に作用するք面׆性ࡎ
を見出し，��B 当たりࢄ෍ྔが ���H
という高ೱ度の自ࢄ֦ݾ型の省力ࢄ෍
੡ࡎの実現となった（ਤ ���）。
しかし，研究レベルで開発に成ޭし
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ることで，੡଄ラインが確立された。
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δφルの੡ࡎ用機械の開発で大きく前
進した。このように一つの੡඼の׬成
には，各部໳間のνーϜワークだけで
なく，多くの技術的要ૉとϊウハウが
݁ूされていると感じた。

ʢ�ʣϏεϐϦόοΫφτϦ΢ϜԘ
ʢϊϛχʔ �ʣ

本ࡎはピϦミδχルカルボキシܥの

除૲ࡎである。���� ೥代当時，世ք
中は，デϡϙンࣾが開発した新しい作
用性でڻҟ的な௿薬ྔで׆性をࣔす
スルϗχルウレアが注目されていた。
"-4 はスࡎタイプにଐする除૲֐્
ルϗχルウレアとイミμκϦϊンのみ
で，この作用性を発شするためにはベ
ンθン؀とピϦミδン؀をܨぐϒϦッ
δ部෼にスルϗχルウレアの様なࢎ性
が必ਢと৴じられていた。このৗ識ج
に当てはまらない化߹෺がスルϗχル
ウレア様の除૲׆性をࣔしたことはি
撃的な発見であった。
しかし，このྻܥの化߹෺はҴに対
する薬֐が強く，Ҵが生き࢒ることが
なくらいであった。߹成研究ਞがҴك
に安全な化߹෺を作るため，様々な߹
成をࢼみる一方，これとฒ行して，生
෺Պ学研究所でも思い੾ったスクϦー
χングの見直しがなされ，このܪ༿ॲ
理׆性を生かすため，ס田直೻৚݅下
におけるスクϦーχングが取り組まれ
た。この新たなスクϦーχングܥから，
ώΤをࡴރし，インデΟカछのҴには
�ʙ �ഒのબ୒性を༗し，同時にס田
中の各छ໰題ࡶ૲にも୎効をࣔす成෼
が見出すことができた。
開発当ॳからのグローόルなల開を
目ࢦす視野の޿さに，新規化߹෺のಛ
性を࠷大限でみるスクϦーχングの工
夫がՃわり，一気に開発が進んだのも
大きな܇ڭである。
そして，޿༿，カヤπϦグαՊࡶ૲
はもとよりώΤに高い除૲׆性をࣔ
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すਫҴ用除૲ࡎ「ϊミχー�」が஀生
し，౦ೆアδア，中ೆถ地域において
強い࣋ࢧを受け，୹期間で直೻ਫҴ栽
培におけるओ要除૲ࡎとして普及して
いる。現在，世քの 3��力国で農薬登
録され，�����೥度の使用推ఆ面ੵは
໿ ����ສ IB という。
また，ビスピϦόックφトϦウϜԘ
は，その薬ྔによってはࡶ૲の生ҭを
཈੍する作用が期待できる཈૲ࡎ（グ
ラスショート�）でもある。౔৕อ࣋
力に優れる多೥生ࡶ૲をࡴރせず，地
্部の৳௕生௕を௕期間に౉り཈੍
し，また，ਫ田ܣ൞౳をད地化するこ
となく౔৕ྲྀ๢の心഑もないため，ࡶ
૲のמ取りܰݮと景؍อ全を྆立した
新しい植生؅理技術として注目されて
いる。

	�
�ϐϩΩαεϧϗϯʢΞΫγʔϒ�ʣ

本ࡎはイωՊࡶ૲とখ型छ޿ࢠ༿ࡶ
૲を対৅としたイιキακϦンܥのാ
作౔৕ॲ理用除૲ࡎである。その開発
はベンνオカーϒの高׆性化を目ࢦ
し，カーόメート部෼のϔテロ؀΁の
変׵から࢝まり，ാ作の౔৕ॲ理でώ
ΤやΤϊコログα౳のイωՊࡶ૲に対
して優れた効果をࣔす化߹෺が見出さ
れた。さらに，市ൢのാ作౔৕ॲ理ࡎ
の ���� の౤下薬ྔで同౳Ҏ্の効果
をࣔす化߹෺΁と，ਫ਼力的な୳ࡧ研究
が続けられた。
そのなかで，౔৕ٵண性にண目し，
化学構଄とハウス内ϙットݧࢼやะ場
するというূݕ・での効果を確ೝݧࢼ

適化が進められ，現地ะ場で目標で࠷
あった市ൢࡎの ���� の௿薬ྔで，イ
ωՊࡶ૲からখ型छ޿ࢠ༿ࡶ૲までの
෯޿い防除スペクトラϜをࣔす化߹෺
が見出された。当時の߹成研究ࣨや෺
性研究ࣨ，બൈ研究ࣨとの連ܞが効果
的にಇき，୳ࡧ開࢝から໿ �೥とい
う୹期間で݁実したという。
もૣい段階から行౼ݕ体の੡଄๏ݪ
われ，ਫにرऍしてࢄ෍に適した੡ࡎ
型として，੡ࡎに含まれるք面׆性ࡎ
や෺理性ௐ整ࡎなどのิॿࡎのબൈと
഑߹率の࠷適化から，ᰒཻਫ࿨ࡎとϑ
ロアϒルࡎの੡ࡎの׬成をみた。
この間，ถ国各地でトウモロコシ
とμイζを中心にะ場ݧࢼが �೥間
ຖ೥ ��� ，するなかでࢪఔ度を実ݧࢼ
౔性͝とに適用薬ྔがઃఆされ，安ఆ
した除૲効果と作෺に対する安全性も
確ೝされた。
また，オーストラϦアのখഴ作で໰
題となっているイωՊࡶ૲のϦδッド
ライグラス（ボウϜΪ）に対する除૲
効果を評価するため，オーストラϦア
の気৅，౔৕৚݅や薬ࡎॲ理方๏をモ
デル化した実用化ݕ౼が܁り返し実ࢪ
され，ࡎのύϑΥーマンスを࠷大限に
Ҿき出せるような使用৚݅のઃఆに݁
びついている。
このように，ピロキαスルϗンは，
オーストラϦア，アメϦカ，カφμ
౳のコϜΪ，トウモロコシ及びμイ
ζ栽培に޿く用いられ，その੡඼は
���� ೥には，オーストラϦアで 3��
ສ IB，アメϦカでも 3�� ສ IB に使
用されている。

	�
�ϑΣϯΩϊτϦΦϯʢΤϑΟʔμ�ʣ

ϑΣンキϊトϦオンは，ਫҴ除૲ࡎ
で，ಠ自のオキιキϊキαϦンࠎ格を
༗する �� ώドロキシϑΣχルピルビ
ンࢎδオキシήφーθ（��)11%）્
，である。イψϗタルイやコφΪࡎ֐
ミζアオイ，アθφ類，そのଞ一೥生
。く୎効をࣔす޿૲を中心に෯ࡶ༿޿
多収ถ඼छの中には，トϦέトンܥの
に高感受性をࣔすࡎ型除૲֐11%્(��
඼छが存在することが明らかとなってい
るが，本成෼は৯用のδϟϙχカถにՃ
えて，インデΟカܥのࣂྉถや多収ถに
対しても，高い安全性を༗する。
その作用機作がৄࡉにௐ΂られ，
δϟϙχカ，インデΟカ඼छを໰わず
に存在する $:1��"� Ҩ఻ࢠによっ
てҴ体中で୤メνル化され，その後଎
やかにグルコース๊߹され，無֐化さ
れること，この $:1��"� Ҩ఻ࢠは
イωの生ҭステーδを໰わずに高発現
しているため，高いਫҴ安全性をࣔす
Պ学的根ڌを，自ࣾ自らの力で明らか
にしている。
また，໰題となっているスルϗχル
ウレアܥ除૲ࡎ（4Uࡎ）఍߅性ࡶ૲に
対する効果も高く，ਫҴに対してۃめ
て安全性が高いことから，田植同時ॲ
理や表面೻छ直೻ਫҴに೻छ時ॲ理΁
の適用など，これからのਫҴ用除૲ࡎ
のࠞ߹母ࡎとしてのల開が期待される。

	�
� ২෺࣭ܗస׵બൈϚʔΧʔ
ηοτ�1BM4FMFDU�

本マーカーセットは，自ࣾ開発の除
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૲ࡎ（ビスピϦόックφトϦウϜԘ）
に対して఍߅性をࣔすイω（඼छɿ金
ೆ෩）の培ཆࡉ๔から୯཭した変ҟ型
アセトೕࢎ߹成߬ૉҨ఻ࢠ（変ҟ型
"-4 Ҩ఻ࢠ）をબൈマーカーとした
ものである（ਤ ���）。
変ҟ型 "-4 Ҩ఻ࢠが導入されな
かったඇ࣭ܗ転׵体は，બൈ用ࢼ薬（ビ
スピϦόックφトϦウϜԘ）によって
確実にࢮރするので，目的とする࣭ܗ
転׵体のબൈが༰易である。従དྷの߅
生෺࣭଱性બൈマーカーに代わる安全
性に഑ྀした植෺由དྷの新規なબൈ技
術として，市ൢしている。

։ൃࡎͷਫҴআ૲͚޲಺ࠃ
ͷޙࠓͷల๬ʹ͍ͭͯ

わが国のਫҴ作におけるࡶ૲防除技
術は，すでにかなり高いレベルにୡし
ている。しかし，農業現場では，その
栽培技術一つをみても進าしつつあ
り，変化を続けている。技術が進าす
るときには，その変化はྑくもѱくも
様々なӨڹをもたらし，新たにղܾす
΂き໰題が生じるのがৗである。ྫえ
ば，ถ国での除૲ࡎ଱性作෺の登場は
ը期的で，農Ոに多大なԸܙをもたら
した一方，グϦϗαートに఍߅性をࣔ
すアマランαス類のຮԆという，新た
な໰題を生み出した事ྫにも，そのこ
とは見られる。

農薬メーカーにとって，農業現場で
今まさにىきている໰題を，まずଈ࠲
にղܾすることが，࠷もॏ要な課題と
なる。ط存の技術を工面しつつ，ղܾ
に݁びつける౒力をৗに行うことであ
る。しかし，それだけではকདྷの新た
な変化にଈ࠲に対応するには，ࠔ೉で
ある。গし先にىきる，さらにはその
先にىきる変化とӨڹを考える研究開
発を進める必要がある。それらの໰題
は，まさに今現在の課題からもつな
がっていると考える。このように，ৗ
に変化を予ଌして，新しい技術を૑੡，
開発して行くことが使໋である�。
研究所としてࡶ૲防除を考えると
き，農業全体の技術がどのように変化
していくのかを೦಄におき，それに対
して，今，Պ学技術をもって何を૑଄
す΂きなのかをৗに໰いつつ，新しい
૲防除技術の開発と実用化に取り組ࡶ
んでいきたいという。
そして，自ࣾݪ体の開発に力を注ぐ
とともに，ଞࣾからの導入ࡎの利用や
としてのコンビωーションおよࡎ߹ࠞ
び੡ࡎの性能評価から，ࢪ用๏の工夫，
の適用֦大など，農業現場の生ࡎ存ط
，者のχーζに応えることを೦಄に࢈
使い易さをॏ視した除૲ࡎをも意識し
ている。

ੜ෺Պֶڀݚॴͱͯ͠ͷ஍
Ҭࣾձ΁ͷ׆ݙߩಈ

研究所として地域とのつながりをॏ

視しており，地ݩのळࡇりには，地域
の԰୆（ंࢁ）を構内にটき入れ，໫
まきやࢠ供ୡ΁お՛ࢠ഑り౳を行って
いる。また，౦日本大਒ࡂのࢧԉの一
つとして，ٶ৓ݝ内でどんぐりを収ू
し，当研究所で苗木までҭてた後，౦
๺防除技術研究ࣨがओ体となり，ٶ৓
。内の৿ྛに植थしているݝ
੩Ԭݝ຀೭ݪ୆地の「せんがまͪ୨
田」は，世ք農業Ҩ࢈である఻౷的農
๏「茶૲場農๏」の構成地の一つにೝ
ఆされており，この୨田のอ全׆動に
取り組んでいる/10๏人のࢍॿձһ
として，୨田पลの૲מり作業౳の׆
動にڠ力している。
後に，今回の取材を快く受け入れ࠷
ていただき，半日という୹い時間なが
ら，生෺Պ学研究所の٠઒市とֻ઒市
にあるೋつの研究センターを効率よく
Ҋ内，આ明していただいた所௕のਗ਼ਫ
力ࢯ，農薬研究センター௕の中野༐थ
ୈ̍݉ୈޚ植෺੍，ࢯ �研究ࣨ௕の
খྛ方ඒࢯ，同ୈ̍研究ࣨの大野मೋ
研究センター௕の஑田ڥ؀・生໋，ࢯ
光੓ڥ؀，ࢯՊ学研究ࣨ௕のӉࠤඒஐ
າࢯ，όイオテクϊロδー研究ࣨ௕の
Տ߹ਗ਼ࢯと，全体をௐ整していただい
た本ࣾ開発推進部開発一課のੁݪलඒ
，にこころより感ँਃし্げる。なおࢯ
クミアイ化学のϗーϜペーδや �� ೥
。から一部をҾ用させていただいた࢙

注）同行者（ެࡒ）日本植෺ௐઅࡎ研究ڠձ
野ଜ୎࢙，Ծ୩ಓଇ

ਤ ���　�1BM4FMFDU ੡඼


